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昭和42年 度全国演習林協議会(新 潟)において 大学演習林の共同研究を提案し、昭和42年

2月 、愛媛大学、鹿児島大学、宮崎大学、 日田林工高校、九州大学の5校6演 習林において同一

規模の試験地をお くことを決した。本報告中育林第一研究室(C)大 学演習林共同研究スギ品種

地域連絡試験知よび育林第二研究室(2)杉 品種の地域的特性に関する共同試験がこれにあたる。

線 型 計 画 か ら見 た 森 林 経 営

(ケ ー ス ・ス タデ ー、 九 大 演 習 林 の経 営 考 察)

木 梨 謙 吉

1は じ め に

森林経営に齢いては、種 々の複雑多岐の問題がある。 多くの負わされた条件下に適正な解を与

えてくれるという立場か ら線型計画を取上げて考察しよう。経営の骨子をふんまえて自己の経営

に何等かの指針を得 ようとされる方々に参考となれば幸いである。

2森 林 経 営 に お け る 線 型 模 型

線型とは直線式いいかえると一次式で表現 しうる形と考える。い くつかの直線式が同時に成立

しているなかで、 目的とする式の値を最大になるような所を求めるものと理解 しよう。

複雑な諸条件を一応最も簡単な状況に収約 して考察 しよう。

まず森林経営において、最も大切な問題の一つとして森林の保続がある。森林経理学の指向す

る方法によ9、 経営計画業務の過程を経由して標準年伐量が作定されているのが、通常の森林経

営体の実状であろう。

標準年伐量を伐採する場合、林木を伐採 して木材を造り、木材を売るとい う方法を普通生産材

処分とし、立木のまま売る方法を立木処分と名付けることができる。すなわち伐期に達 した木を

一方は伐9倒 して、適当な長さの丸太に造9、 それを土場に積み上げて知いてか ら売る所謂材木

を生産 しておいて処分(売 る)と い う方法と、伐つたり丸太にしないで立つているままで売つて、

闘 線型の基礎は林業における 諸計算の内容がすべて線型であることか ら、総の計算の結果は線

型であらわされる。すなわち面積に単位材積を乗じ、単価に材積を乗じ、異種類のものは加算

される。歩止りの場合 も同じであつて、経営的計算がすべてこれ等の乗法加法にもとずいてい

る事から此等を組み合せとして経営の問題を綜合的に取扱 うことは計算的には妥当といえる。



その立木を買つた人がこれを木材に生産するという形である。 当然のことながら、 この両者の違

いはその立木か ら木材への変換(こ こではこれを生産とよぶ)の 作業を森林を経営している側の

人がやるか、買手の方がやるかということになる。

森林経営者側として、買手から高い金額を得るには、 自ら木材を生産して、その生産費を含ん

だ代金を買手から得る方が、収入の金額は高 くなるのは当然であろう。今ここでは、みかけ上の

金額の高い方が、この森林経営者にとつて都合がよい場合についてのみ考察 しよう。

条件の設定として、'"

生産材処分量 ㈲ を 例 とし、

立木処分量 ㈱ を 範 とする。

標準年伐量をVmuと すると、生産材処分量(立 木量としての)と 立木処分量の合言ナは標準年伐量

を基準とするか ら式としては

Xl・+x2=V(1)

註1)も し上式に価格を入れ、Xlの 価格(単 価)をp1、x2の 価格をAと すれば、平均価格は材

積の重み平埼として

辺 々消去すれば τ1+x2・=Vと い う(1)式 に もどるか ら、(1)式 は 材積 のみ につい て考えてお

いて よい ことがわかる。

つ ぎに生産材 を生産するにはい くらの コス ト(生 産費)を 要す るか につい て考え よ う
。生 産材

は立木を倒 して丸太 になるわけ だか ら、は じめの立 木の材積か ら歩減bし て くる。 この 歩止9率

をqlと す ると、 立 木1mu当9のc(mをc1と す る と、立木か らの生産費は1Pt当9侮kと なる。

次 ぎに立木を売るには立 木調査する。 これは立木材積の数値 を出す仕事で ある、その 費用は立

木材積1'mn当9hと す る。但 しClは 亀に比 して100倍 以 上に達す るのが普通で ある。 したがつ

て これはnegて も よい。 さてこの生 産費は あらか じめ与え られ た もの と してCと す る。

Xlqlc1+x2c2=C-cザ 侮(2)

こ の2つ の条Ut〈1)(2)の中 で、 もし収入 を最大江 しよ うとす るとき、aVlと 躍2に どのよ うな数 値

を与 えるべ きか。いいか塞 ると生 産材処 分と立木処分の比率 をどの ように計画す ぺ きか とい うこ

とを問題 に しょう。

ここで断つ て於 きた硲 のはCの 中に共通 費すなわ ち間接的事務経費(overheadcOSZ)Co

と、 又造林 費お よびそ の他経 費 侮が含 まれ てい るのでその分依 前もつて差引 く勘 定になる。

処 分に当つ て生 産材1ma当9価 格 をB、 立木1Ptの 価 格をP2と す る と、経営者の収入は次の



式で示すPと なる。

a1911PI牽`2P2=P(5>

す なわ ち(焦(2)の 条 件下で ⑤式 の右辺IPを 最大にするには,Vlとmpを い くらにすれば よ く

そ の時Pは い くらに なるか とい う極め て簡潔 な表現 となる。

る 森 林 経 理 学 的 に 見 た σ}(2}(5}式

(1)式は森林経営上、保続の立場から見て完全な式でこれを下図のようにグラフ化するとその様

縮は極めて弱白である。

す なわ ちXl≧O、 碗≧0で あるか ら示す三 角形 の内部だけで、 変化 し、 この傾線を越 して伐

採量 を決定す ることは許 され ない、 したがつ てこの図は許容年伐量 図と も恥 うべ きもので ある。

(2)式は も しc1>>c2か らc2は ¢1に比 して極めて微少だか ら落す とする。 すなわちc2=Oと

す ると夢 よそ 縦軸に平行 な直線 となb、 論 よその経営体に論いては この縦tWak二Clと い う線

とV-V線 と の交点はそ の大略を決する点 といわねば ならない。 そ の交点 をMと す る。

⑤式が若 し位置化されるな らば、 平行移動 して 簸点を通過する時収入最大のPは 決定するで あ

ろう。すなわち模形的には



(1)直線 は式(1)を あ らわ し、 この線上の点 はすべ て(1)式 を 満足 して、許容伐採線 となる。(2)は 投

入 量の直線で この線上では与え られ た支出は満足され る。(1×2)の 交点は許容量限度一杯に支 出経

費をかけた こととなる。〈3)式は収入Pを あ らわすが、(1×2)の条 件 をみた しつつ(3)を 最 大にす るに

は(3)皿axの 線 の ようにMを 通つて(3)に 平 行にひかれた 線上のM点 が 求めよ うとする解 となるで

あろ う。す なわ ちM点 の座標Xlとx2が 求 め る解で あ9(3♪式 にそれを代入 した ときのPは 条件下

に最大に達する。

4ケ ー ス 。ス タ デ ー

ここに1つ の森林経営体が ある。その面積は総計約7.000haで あ る。そ の標準年 伐量は

10,800mSと してい る。平均蓄積 をha当100Tzsと す る全森 林蓄積は700,000MBで あ る

か らその 中か ら毎年約1/70の 材 積が伐 られる こと、 いいかえ ると約1.5msの 生 長量 に対応す

る ものが伐採 され る基準 となつてい る。

したがつ て条件式(1)は

Xl+x2==10,000(1)

で あ らわ され る。

つ ぎに この経 営体に所 属す る経営区が3ク 所 あ9、 次の よ うな森林の規模をなす とする。

許 容年伐量 森 林 の 内 容

M経 営 区6,000mS1,000mを 越 す 山岳天然生林で針、 広の割合は2:8

H経 営 区5,000北 方 広葉樹 天然生林

K経 営区1,000ス ギ、 ヒノキ、人工林

(こ こにM:宮 崎、H;北 海 道、K:粕 屋各九大 演習林 を想定す る)

経 営体全体か らみて蓄積的な各経営区の伐採 量比率はお よそa5:0.4:a1と なる。

各経営区の実状に よ9生 産経費、 歩止 りな ど異 るが、お よそ各区毎 にみ る と、

経営区 生産材の立木材積歩止9生 産材1ms当 経費 立木1Pt当 生 産経 費

M70%～84%2,850円2,850xO.7=1,995円

H50%～60%5,8005.800x〔).6=2,220

K80%～85%2,5002,500xO.8==2,000

これを全体的に眺めるため、重みづき平均として

1,995xO.5+2,220xO.4+2,000xO.1==二2,086



又 立 木 調 査 に は1mSあ た り28円 を 要 す る と す る と(2)式 は

2,086xl+20x2==C-co-c3(2)

と な る 。

つ ぎ に 収 入 額 に つ い て 考 察 し よ う。

経 営 区 生 産 材1Pt当 処 分 価 生 産 材 の 立 木1mu当 処 分 価

M6,5006,500x〔 」.7=4,550

H8,0008,000xO.6ニ4,800

王(11,00011,000xO.6==6.600

経 営 体 全 体 に つ い て 生 産 材 処 分 に よ る 立 木1MS当9の 収 入 は

4,550xO.5+4,800xO.4+6,600xO.1=4,855円

立 木 処 分 か ら の 収 入 は

経 営 区 立 木 処 分 に よ る 立 木1Pt当9処 分 価

M2,500

H1,500

K5,000

経 営 体 全 体 に つ い て 立 木 処 分 に よ る 立 木1mu当9収 入 は

2,500♪(0.5+1,500xO.4+5.000xO.1===2,350円

従 つ て ㈲ 式 は

4,855x1+2,350x2=P(3)

と な る 。

す な わ ち 此 の 経 営 体 に 知 い て 、 あ る 年 度 に 語 け る 予 算 的 経 営 構 造 は

Xl+x2=10,000(1)

2,086Xl+20x2==C-Co-c3(2)

4,855Xl+2,550,x2==コE)(3)

の3つ の 線 型 模 式 で あ ら わ さ れ 、(1)、(2)式 の 条 件 下 に(3)式Pを 最 大 に す る こ と が 要 請 さ れ て い る 。

此 の 経 営 が あ る 年 に 収 入 令 達5000万 円 、 支 出 令 達4,270万 円 を 割 当 て られ た と す る 。 此

の 場 合 こ の 経 営 体 で は 割 当5000万 円 の 収 入 が 確 保 さ れ な け れ ば 支 出 は 令 達 の80%し か 与 え

な い とい う 極 め て 苛 酷 な ル ー ル を し い で ハ る 。

今(2)式 においてG==4,270万 円 と し

overheadcosv1,756万 円 と す る 。 これ は 全 体 の41.12%と な つ て い る 。 此 の 経 営 体



は 管 理 部 門 と し て 巨 大 な 機 構 を 持 ち 、 さ ら に 研 究 所 的 性 格 が 附 与 さ れ て い る 。 つ ぎ に 森 林 経 営 体

と して 直 接 経 費G-Ooの う ち 生 産 材 部 門 と 育 林 部 門 と の 比 率 を 前 者 を46%、 後 者 を54%に 分

つ た 場 合 に つ い て 考 察 し よ う。 す な わ ち 前 式 に 知 い て

C=42,70〔 」,000

Co===1ス560,000

03==(42,700,000-17,56〔}tOOO)♪(〔=1 .54

==25 ,140,000xa54

=13 ,575,600

した が つ て 生 産 部 門 へ の 直 接 経 費 は

C-co-c3==42,700,000-3ス560,000。15575,600

=11 ,564,400

した が つ て

x1+x2==1G,000(1)

2086xl+20x2--11,564,400(2)

4855Xl+2350x2=P(3)

これ を 代 数 的 に とけ ば

(1)か ら 躍2=10,000-・v1

これ を(2)に 入 れ て

2086x1+20(10,000-xl)==11、564,400

2086x1+20aOOO-20x1===11,564,400

2,086x1-2{〕x1==11,564,400-200,000

2066Xl;11,364,400

必・-1t垂 畿00÷55・ ・

x2==4500

4855x5500+2350♪(4500=26702,500+10,575,000

==37 ,27ス500ニ コP・

これ は 収 入 令 達5,000万 円 に 及 ぱ な い こ と12,72Z500円 で あ る 。 した が つ て80%

ル ー ル に も ど る 。.

4・270万 円 の80%す な わ ち5420万 円 の う ち か ら 実 質 経 費 を 差 引 く と 直 接 費 は2070

万 円 と な9、 こ の う ち46%を 生 産 費 に 振9む け る と9,522,000円 で あ る 。

(Jo==1ス560,000を 固 定 す る とoverheadcOstは 此 の 場 合51 .35%と50%を 上 回



る こ と に な る。

今 条 件 式 に 若 干 の 手 こ こ ろ を 加 え て

x1-←x2==12り000(1)

2086xl+20{r2=:9,522,000(2)

4855iV1+2350x2=P(3)

を 解 く と し よ う。

(1)か らx2==12,000-Xl

2086xl+20(12,000-x1)==9,522,000

2066必f==9,522.000-240,000

=9 ,282,000

x・-921含1暑0-44927396

Xl==12,000-4493=7507

ユ≡)==4855x4493+2550x7507==21,815,515+17.641,450

=39 ,454,965

と な る 。

グ ラ フ に 示 した も の は10,000,VPtと12.000msの 許 容 伐 採 線 と、 す な わ ち2つ の(1)式 と 、

2086xl+20巧=11,564400と い う(2)式 す な わ ち 生 産 の た め の 投 入 直 線 で あ る 。 さ ら

に 淡 線 の5本 は(3)式 でPを そ れ ぞ れ 、5,000万 円 か ら5000万 円 に 変 化 さ せ た 場 合 で あ る 。

5,000万 円 の 収 入 の た め に は 、1a50077Ptの 直 営 伐 採 が 必 要 で あ つ て こ の た め 、

2086xlO.500=2148万 円 の 経 費 を 必 要 と す る 。10,000msを 基 準 と す る と き 投 入

線 と 年 伐 線 に 凄 け る 交 点 はxl=5,500、x2・=4,500を 示 しそ の 収 入 は 約5,700万 円 を 示 す 。

こ れ が 本 経 営 体 が 諸 条 件 の も と で 最 高 に 収 入 を 上 げ る 点 で あ る。 こ れ を そ の ま ま の 方 で12,000

muの 許 容 点 ま で 引 上 げ る な ら ばxl=5500 、x2=・6500と な9そ の 収 入 は4200万 円 程 度

と な る で あ ろ う。.一

今80%支 出 の 場 合 の 投 入 線 を 考 え 、12,000mSを と る と、 そ の 交 点 はx1=4500、

x2=7500と な9そ の 収 入 は5900万 円 の 附 近 に な る で あ ろ う 。

若 し こ の 経 営 体 が5,000万 円 の 収 入 に 目 標 を お き、12000TPtの 限 度 を 保 て ぱ そ の 時 の

a71==8700、x2=3500と な9、 そ の 生 産 経 費 は

8700x2086+20x5300===18,148,200+66,000

==18 ,205200



を 要す る。 直接費は18,205,200÷O.46・=39,572,174こ れ にOverheadCOSt

1756万 円 を加えて総計5957+1756=5715万 円に達する。

此の経営体が許容伐採量のヰ1で健全な経 営を行 うた めには4,000万 円の収入を1つ の基準 と

する ことがで きる。 も し投入 量を増加 して、投入 線を右に寄せ ることは 育林部門への圧縮 を覚悟

せ ねばな らないが、 森林の経営は、本 質的な生 産を捨 てた事に な9、 引いては経営体の 目的か ら

逸脱せ ざるを得ない。

標 準年 伐量線、投入線、 収入線

(A)(B)(G)

か ら見た 直営生 産資材塑(Xl)

と立 木処分 資材砂(X2)の 図解


